様式３（提出期限：平成28年9月30日（金））

平成２８年度　英語指導力向上事業　研修経過報告書

（　　　　　　）高等学校　全・多（昼・夜）・定・通
記載者（　　　　　　　　　　　　　　　）

１　本年度のこれまでの研修の実施・進捗状況について，成果・課題も含めて記載してください。

（１）研修の実施・進捗状況

①学習到達目標のＣＡＮ－ＤＯリスト形式での設定・公表及び活用
②言語活動と学習評価の充実
③アクション・リサーチ
④公開授業
⑤教科会や研修会
（２）成果

（３）課題
２　授業における英語使用の割合に関する状況について

（１）教員の英語使用の状況

　　①貴校の全ての英語担当教員について，本年度４月～９月までに実施した「外国語」の授業で発話のほとんどを英語で行った担当教員と発話の半分以上を英語で行った担当教員の，全英語担当教員に占める割合を記入してください。

発話のほとんどを英語で行った担当教員数（　　　）人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

発話の半分以上を英語で行った担当教員数（　　　）人

全英語担当教員数　　　　　　　　　　　（　　　）人

②貴校の全ての英語担当教員に，本年度４月～９月までの各学年の外国語の１単位時間の授業に占める教員の英語による発話の状況を尋ね，その結果を学年でまとめ，各学年担当の英語教員の英語による発話状況を表すものに○を記入してください。
	使用割合

学年
	授業で英語を用いる場面は，ほとんどあるいは全くない
(10%未満)
	授業で英語を用いる場面はあるが，半分またはそれ以下
(10%以上50%未満)
	授業の半分以上の場面で英語を用いる
(50%以上90%未満)
	授業の大半の場面で英語を用いる

(90%以上)

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	

	４
	
	
	
	


（２）生徒の英語使用の状況

貴校の全ての英語担当教員に，本年度４月～９月までの各学年の外国語の授業において，ペアワークやグループワークで生徒が英語を使って言語活動している時間の占める割合を尋ね，その結果を各学年でまとめ，各学年の生徒の英語使用の状況を表すものに○を記入してください。

	使用割合

学年
	授業で英語を使って言語活動する場面は，ほとんどあるいは全くない
(10%未満) 
	授業で英語を使って言語活動する場面はあるが，半分またはそれ以下
(10%以上50%未満) 
	授業の半分以上の場面で英語を使って言語活動している

(50%以上90%未満) 
	授業の大半の場面で英語を使って言語活動している

(90%以上)

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	

	４
	
	
	
	


３　貴校がこれまでに実施したスピーキングテスト及びライティングテストについて，それぞれ事例１例を提出してください。提出に際しては，テストの実物を添付したうえで，説明資料（対象学年・実施時期・テスト内容・評価規準等）を下の様式例により提出すること。

　（様式例）

	テスト種類
	スピーキングテスト

	時期・場所
	期末考査及び学年末考査の計３回のうちの１回目。試験日の最終時間に設定し，テスト終了と同時に下校できる。テスト室２室，控室１室を準備。

	内　　容
	【生徒の活動】控室からテスト室に移動し，教員の指示に従って約５分の面接テストを受ける。流れは，あいさつ（３０秒），教科書本文の口頭での要約（１分），自分の将来の夢についての説明（２分）を英語で行う。

【教員の役割】教員４名が２人ペアを組み２つのテスト室に入る。各部屋の教員の１名が進行・質問・評価を担当し，もう１名は評価のみを担当する。進行役の教員は，生徒が過度に緊張しないように，ﾘﾗｯｸｽできるような挨拶や声かけを必要に応じて行う。別に控室担当者１名が必要。

	対象生徒
	1年（○）　2年（　）　3年（　）　4年（　）  全生徒（　）

	評　　価
	【内容】教科書本文の内容を口頭で要約したり，自分の将来の夢について説明するインタビューテストにおいて，相手に理解できる英語を使って伝えることができるかどうかを判断する。

【手順】２名の教員が評価規準に基づいて，Ａ，Ｂ，Ｃの３段階でテスト時にそれぞれ評価を行い評価用紙に記入する。その後，２名の評価結果をもとに合議で最終評価を決定する。
【規準】

規準

評価

① 人物についての説明を読んで，その内容を口頭で要約することができる。
② 読んだことに基づき，自分の将来の夢について話すことができる。
A

十分できる

十分できる

B

概ね満足できる

概ね満足できる

C

努力を要する

努力を要する




４　ＡＬＴやＩＣＴ等の効果的な活用

授業以外の場面においてＡＬＴやＩＣＴ等を効果的に活用した事例１例を，ねらい，場面や所要時間，内容，対象生徒，評価規準や評価方法（評価が伴う場合のみ）等がわかるように，下の様式例により提出してください。

（様式例）

	事 例 名
	授業以外の場面においてＡＬＴを効果的に活用した事例

	ね ら い
	英語使用機会の充実。英語学習のモチベーションの向上。

	場面・時間
	昼休みの１５分間（５～７月，９月～１１月，１～２月）

	内　　容
	【ALTの役割】

生徒がALTのところに持参する日記等を読み，その内容に関して質問や意見交換を行う。生徒・ALTともに昼食を持参してもよいこととする。

【JTEの役割】

　　各教員がクラスの生徒にねらいや方法の説明を行い，ALTのところに行く日時や順番を決め，全生徒に周知する。

	対象生徒
	1年（　）　2年（　）　3年（　）　4年（　）  全生徒（○）

	評　　価
	（　○　）評定につながる評価なし。

（　　　）評定につながる評価あり。

	
	【詳細説明】

　成績につながる評価は実施しなかったが，生徒に対してアンケート調査を実施し，本活動を通じてモチベーションが向上したか等を回答させた。

　そのアンケート結果（有効回答１５０）によると，「とてもやる気になった」「まあまあやる気になった」が７５％，「あまりやる気にならなかった」「全くやる気にならなかった」が２５％であり，モチベーションの向上に有効であったと考える。


５　定期考査（各校実物）の提出
「コミュニケーション英語基礎」，「コミュニケーション英語Ⅰ」，「コミュニケーション英語Ⅱ」，「コミュニケーション英語Ⅲ」，「英語表現Ⅰ」及び「英語表現Ⅱ」のうち、本年度実施する科目の定期考査を各１例ずつ提出してください。
※定期考査の作成に当たっては，学習指導要領における各科目の目標・内容及び各校が設定した学習到達目標に基づいて，適切な評価となるよう十分留意してください。言語知識の有無のみを確認する考査とならないようにすること。
※実施学年・実施時期を明記すること。



＝（　　　　　）％











